
水防(消防)団員募集に係る
広報事例集



目次

ページ ジャンル タイトル
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9 イベント 消防団70周年記念事業充実強化大会を開催～ 「みんなでおいでん！ WE LOVE 消防団 みらいフェスタ」～

10 イベント 水防団結成60周年記念式典を開催 ～表彰の授与や講演会が行われました～

11 キャラクター イメージキャラクター付き消防団車両 ～「まもりん」が防火啓発で市内を回ります～

12 キャラクター 消防団応援キャラクターに「はるかぜちゃん」を任命 ～市の人気ゆるキャラを消防団のPRに起用～

13 キャラクター 「ワットくん」を公募で制定 ～豊橋市消防団イメージキャラクター～

14 キャラクター マスコットキャラクター「にんくる、けし丸」を制定 ～広報や団員の団結に活躍～

15 広報誌 消防団広報誌「火の見やぐら」を発行 ～消防団の活動を町民の皆さんにもっとよく知っていただくために～

16 広報誌 「消防団だより 火の用心」を制作 ～入団式や水防訓練などの活動を報告～

17 広報誌 広報誌「虹のマーチ」を2004年(平成16年)から刊行 ～2019年（令和元年）6月には通巻43号を達成！～

18 広報誌 広報紙「わがまちの消防団」を発行 ～住民に消防団活動に対する理解と協力をお願いする～

19 広報誌 消防団広報誌を定期刊行 ～消防団の活動を広く市民に広報し、活動に対して理解・協力を募る～

20 広報誌 消防団広報誌「団」を発行 ～消防団への理解促進がねらい～

21 広報誌 市広報誌に「こちら消防団」を連載 ～全10回で市内の全分団を紹介～

22 広報誌 広報誌「消防団ながおか」 ～消防団の活動を広く知ってもらうために、年２～３回発行～

23 広報誌 消防団広報紙「さくら」を年2回発行 ～消防団員を支える家族の声も紹介～
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24 広報誌 町広報「あんぱち」に「消防団だより」を掲載 ～水防広報訓練のもようも紹介～
25 広報誌 女性分団を中心に消防団広報誌「纏MATOI」を発行 ～消防団のさまざまな活動や情報を掲載～

26 広報誌 水防団募集広告を掲載 ～住民接点の強い区広報に掲載～

27 広報誌 広報誌「まとい」を発行 ～平成31年2月には通巻第２５号刊行を達成～

28 広報誌 消防団広報誌「FIRE SPIRIT」を毎年発行 ～平成30年7月豪雨への出動状況なども報告～

29 広報誌 消防団機関紙 団報「暖」を年1回刊行 ～市民の皆さんや消防関係者に、別府市消防団の活動状況をお知らせ～

30 自作曲 「消防団応援ソング」を制作し、団員の加入を促進 ～消防団長自ら作詞作曲メインボーカル～

31 女性分団 女性だけの「アザレア分団」 ～広報や啓発活動などソフト面をメインに活動～

32 女性分団 女性による広報指導分団「長岡フェニックスレディース」 ～防火・防災講習、高齢者宅への防火啓蒙活動などに従事～

33 女性分団 消防団女性消防隊による広報活動 ～市内のお祭りで新入団員の勧誘・消防団のPR～

34 女性分団 消防音楽隊・女性団員“ファイヤーエンジェルス” ～消防広報及び防火・防災意識の普及啓発に貢献～

35 女性分団 女性分団チェリーファイアー ～市民指導など幅広い活動に従事～

36 チラシ・ポスターなど 独自の消防団員募集チラシを制作 ～キャッチコピーは「来たれ！消防男子。女性も活躍中！！」～

37 チラシ・ポスターなど 消防団員募集リーフレットを作成 ～消防団員への一問一答で入団を促進～

38 チラシ・ポスターなど 独自の消防団員募集ポスター・パンフレットを作成 ～パンフレットには、活動内容や制度についても詳細に掲載～

39 チラシ・ポスターなど ３種類の団員募集リーフレットを作成 ～活動内容を詳細に紹介し、団員募集へつなげる～

40 チラシ・ポスターなど シティプロモーション漫画とコラボ ～キャラクターが登場した消防団募集ポスター～

41 チラシ・ポスターなど 学生･女性向けの募集チラシとリーフレットを作成 ～若者向けのデザインと内容で訴求～

42 音楽隊 松戸市消防音楽隊 ～1967年（昭和42年）に発足した歴史のある音楽隊～

43 動画 消防団加入促進PR動画 ～副市長と消防団員による曲(ラップ)も取り入れた15分の大作～

44 動画 CATV・Youtubeを活用して消防団の活動を市民に発信 ～VHSやDVDの貸し出しも～

45 動画 消防団PRの一環で、出初式の記録動画を作成 ～出初式の一部始終を動画にまとめ公開～

46 動画 岐阜市水防連合演習のもようを動画で配信 ～岐阜市情報チャンネルで14分のニュース映像を配信～
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47 動画 高山市消防団活動DVDを作成 ～当該映像は高山市公式YouTubeチャンネルにもアップ～

48 動画 消防団員募集のPR動画を作成 ～20代の団員の声などを紹介～

49 動画 消防団独自のPR動画を制作

50 動画 消防団プロモーションムービーを制作 ～2016年に公開後1万7000回再生～

51 動画 消防団活動紹介動画をYouTubeで公開 ～女性分団の活動も紹介～

52 動画 消防団協力事業所の紹介映像をYouTubeで公開 ～消防団への理解促進と団員募集に貢献～

53 動画 消防団PRビデオ・ミュージックビデオを作成 ～女性消防団員や、学生消防団員が活躍する姿も紹介～

54 ホームページ 奥州市消防団ホームページ ～消防団員インタビューや地元出身漫画家の漫画など充実したコンテンツ～

55 ホームページ 水防団独自のブログを開設 ～実際の活動写真を掲載し、活動理解に努めています～

56 ホームページ 水防事務組合共同のホームページ ～水防団のことや、住民の方に役立つ河川情報へのリンクなども掲載～

57 ホームページ／動画 ＰＲ映像の放映やオンライン入団申請で入団者が増加 ～オンライン入団申請は全国の政令市でもほぼ例のない取り組み～

58 ホームページ／動画 消防団を「佐賀のヒーロー」と名付け、団員募集を促進 ～県内のメディアとも連携～

59 ラジオ コミュニティFMに学生団員が出演 ～消防操法大会の告知と入団を呼びかけ～

60 ラジオ 消防団PRラジオ番組「チェスト行け！消防団」 ～普段は聞くことができない消防団員の活動状況や魅力、普段の生活を紹介～

61 学生水防団・消防団 ながぬま子ども水防団 ～水害を風化させない。いざというときに命を守るための体験学習～

62 学生水防団・消防団 江別市学生消防サポーター制度 ～活動を行なった学生に対し江別市が実績を認め、認証状を交付～

63 学生水防団・消防団 少年消防クラブ ～集団活動を通じて正しい防火知識を身に付ける～

64 学生水防団・消防団 吉川松伏少年消防クラブ ～将来の地域防災の担い手となる人材を育成～

65 学生水防団・消防団 近畿大学工業高専による「消防防災サークル」発足 ～地域の消防・防災活動への参加などを予定～

66 水防団・消防団応援事業制度 消防団応援の店（消防団プレミアム事業） ～消防団員のモチベーションの向上を図るとともに新たな消防団員を確保～

67 水防団・消防団応援事業制度 「地域との絆・がんばれ須賀川市消防団応援事業所」 ～地域のために頑張る消防団員を応援する事業所を募集～

68 水防団・消防団応援事業制度 猪苗代町消防団応援の店 ～地域のために頑張る消防団員を応援する事業所を募集～

69 水防団・消防団応援事業制度 ありがとね！消防団水防団応援事業所制度 ～地域を挙げて団員を盛り上げることを目的とした制度です～
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千葉県銚子市

Facebookページで情報発信
～出始式等のイベントだけでなく、火災への対応状況も随時アップ～

銚子市消防団では、Facebookページを開設し、消防団の日々の活動状況について、随時情報を発
信しています。出初式や辞令交付式、訓練の報告だけでなく、実際に管内で発生した火災への出動状
況も写真入りで紹介しています。

銚子市消防団Facebook 
https://www.facebook.com/choshi.fire.corps

Facebookには、火災への出動状況も投稿され、消防団の隊員が日夜を問わず、火災発生時には
出動し消火活動に従事していることをリアルタイムで発信しています。下記は、2019年（平成31
年）4月29日に発生した火災への出動状況の投稿内容です。
「本日29日10時45分頃 黒生町で建物火災発生の報に 消防隊が出動 全焼、部分焼含め計7棟を焼
失し13時46分鎮火しました。この火災でのケガ人等はいませんでした。消防団出動 )第2分団から
6車両 団本部から1車両が出場しました。連休中にも関わらず多くの団員が出動 皆さんご苦労様
でした」

銚子市消防団Facebookページ

2019年（平成31年）4月29日の火災へ
の出動状況

▶ 活動の概要

▶ 活動内容

1



福岡県筑後市

女性消防団独自のFacebookページで情報発信
～２〜３日に１回の頻度で活動状況を投稿～

筑後市では、女性消防団独自のFacebookページを開設し、情報を発信しています。西日本新聞で取り上げられた記事や、ちくご市議
会だよりの表紙に掲載された記事などが紹介され、多くの「いいね」を集めています。

活動状況やメディア掲載情報は２〜３日に1回の頻度で投稿され、どの投稿も30〜40いいねを集めています。活動状況をこまめに
アップデートすることで、女性消防団の活動を多くの人に広報することに成功しています。

筑後市女性消防団 Facebookページ：
https://www.facebook.com/ChikugoWFC/

筑後市女性消防団 Facebookページ 西日本新聞で取り上げられた、
福岡県操法大会に向けた練習のもよう

▶ 活動の概要・内容
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栃木県高根沢町

消防団写真コンテスト
～活躍する消防団員の姿を収めたベストショットを募集～

高根沢町では、消防団の活躍を広く町民に広めることを目的に、2018（平成30）年度から消防団写真コンテストを実施しています。
2019（令和元）年度は「高根沢町消防団の活動風景」をテーマに、魅力ある消防団の活動写真を募集し、ホームページには、シャッ

ターチャンス！ として消防団活動予定も掲載されていました。現在は、審査が終了し、最優秀賞１点・優秀賞１点・入選３点が決定され
ました。

2018年度（平成30年度）最優秀賞作品
「ハッシャ！よし」

2018年度（平成30年度）入選作品
「レインボー」

▶ 活動の概要
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2018年度（平成30年度）
入選作品「操法大会」

2018年度（平成30年度）
入選作品「町探検」



新潟県

大学や企業で消防職員・団員の活躍をPR
～女性消防職員及び女性消防団員の活躍を広くPR～

新潟県では、大学や企業において、女性消防職員及び女性消防団員の活躍を広くPRしました。
2018年（平成30年）10月6、7日開催の新潟医療福祉大学の大学祭（伍桃祭）及び10月13、14日（日曜日）開催の新潟国際情報大

学の大学祭（紅翔祭）において、消防団の活躍をPRしました。当日は新発田地域広域事務組合消防本部及び阿賀町消防本部の職員の皆
様、新潟市消防団の学生消防団員の皆様にも御協力いただき、ステージイベント参加、ステッカー等の配布及び消火器体験等を実施し
ました。FM新潟の木村あさみさん、新潟活性化Men’sユニット「NIE’S」も消防団のPRに参加し、会場を盛り上げました！

地元アイドル及び女性消防団員が企業を訪問し、消防団セミナーやAED体験等を行い、消防団の活躍をPRし、消防団入団の勧誘を行
いました。また、消防団協力事業所を訪問し、消防団員のインタビュー等を用いたPR動画を作成しました。

女性消防職員・団員募集のポスター

▶ 活動の概要

4大学祭でのPRの様子 企業訪問での消防団の紹介の様子

「企業・大学等との連携による女性・若者等の消防団加入促進支援事業」
（消防庁の委託事業）に基づく活動



山梨県甲斐市

消防団フェスタを開催
～消防車試乗体験コーナーなど子どもから大人まで楽しめるイベント～

甲斐市消防団では、地域のみなさんの防火・防災意識の高揚を図り、日頃の消防団活動への理解を深めてもらうため、市消防団による
「消防フェスタ」を開催しています。

消防団フェスタでは、ホース投げ体験や放水体験、消防車試乗体験コーナーなど子どもから大人まで楽しめるイベントが行われました。
また、訓練礼式では、一糸乱れぬ迅速な動きで日頃の練習の成果をアピールし、訪れた人を楽しませます。その他にも、消防車試乗体験、
放水体験、消防ラッパ演奏、消防車両の展示、防災釜による炊出しのサービスなどを実施しています。

日頃の消防団活動を広く知ってもらうための展示

▶ 活動の概要

5

ラッパ隊演奏会の様子

起震車体験コーナー



長野県大町市

「消防フェスタおおまち」を開催
～2011年（平成23年）から毎年開催し、8000人が集まる～

大町市消防団では、来場者に楽しくラリーをしてもらいながら、体験を通じて防災意識を高めてもらいつつ、消防団への理解を深め
てもらうこと、さらには次世代を担う消防団員の確保を目的に、「消防フェスタ」を2011年（平成23年）から毎年開催しています。

例年10月に国営アルプスあづみの公園で開催されており、消防車乗車体験、防災体験、災害実演、特殊車両展示などの消防体験のほ
か、射的や輪投げなどの縁日広場・飲食コーナーなども出店し、市内外を問わず毎回８千人が訪れるイベントとなっています。

2019年（令和元年）第9回のチラシ

イベントの様子

▶ 活動の概要
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岐阜県高山市

高山市消防団活動フォトコンテスト2019を開催
～消防団の年間行事に関するものを撮影した写真を募集し表彰～

高山市では、市民の方々に消防団活動を理解していただき、入団促進に繋げることを目的として、消防団活動フォトコンテストを隔
年で開催しています。

2019年の最優秀賞である「高山市長賞」には、菅沼義明さんの「守る誇り 士気高く」が選ばれました。入賞作品の11点については、
市ホームページ掲載のほか「高山市役所」「高山消防署」「市内ショッピングセンター」に展示されます。

2019年 高山市長賞（最優秀賞）
菅沼義明さん テーマ「守る誇り 士気高く」

▶ 活動の概要
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2019年 高山市消防団長賞
川上哲也さん テーマ「火消し魂」

2019年 高山市消防団長賞
北村幸夫さん テーマ「華やかな楽隊とパレード」



静岡県藤枝市

「女性消防防災フェスティバル」を開催
～女性目線で市民の皆さんが防災について楽しく学べるイベント～

藤枝市消防団では、2017年(平成29年)度に藤枝市女性消防団員が志太消防本部女性消防職員とともに、藤枝市の施策のひとつとして
「女性消防防災フェスティバル」を開催しました。

「女性目線の防災グッズ展示」「避難所体験」「応急手当体験」「非常食のおいしい料理」など、体験をとおして市民の皆さんが防災
について楽しく学べるイベント内容となりました。

藤枝市消防団広報「ぽんぷくん」第24号に
掲載された記事

イベントの様子

▶ 活動の概要

8



愛知県豊田市

消防団70周年記念事業充実強化大会を開催
～「みんなでおいでん！ WE LOVE 消防団 みらいフェスタ」～

豊田市消防団では、2019年（平成31年）2月に、発足から70年という大きな節
目を迎え、地域や企業、関係団体との連携を深め、防火・防災意識の高揚と地域
防災力の強化を図ることを目的に豊田市消防団70周年記念事業充実強化大会
「みんなでおいでん！ WE LOVE 消防団 みらいフェスタ」を豊田市民文化会館で
開催しました。

併せて、70周年を機に豊田市消防団として初となるオリジナルPR動画「守るた
めにできることを、はじめよう。」（本編5分、ダイジェスト編30秒）を制作し
ました。

式典では、事例発表や広島市安芸消防団の伊木則人氏による
特別講演のほか、豊田市消防団未来宣言、火の用心三唱などが
行なわれました。

訓練披露、チアダンス、音楽とカラーガードの披露なども実
施。新喜劇の発表や、豊田市消防団活動PRの展示や屋外テント
での飲食コーナーなど、盛りだくさんの内容で開催されました。

左上から新喜劇、活動PR展示、飲食コーナー、事例発表

豊田市消防団PR動画「守るためにでき
ることを、はじめよう。」本編

▶ 活動の概要

▶ 活動内容

9



大阪府岸和田市

水防団結成60周年記念式典を開催
～表彰の授与や講演会が行われました～

岸和田市水防団は、年々増加する台風や豪雨等による災害に対応するべく、1955年（昭和30
年）8月30日に結成し、2015年（平成27年）で60周年を迎えました。結成当時は団長以下250
名、以来60年にわたり、市民の生命と財産を守ることを使命とし、現在では総勢310名の組織
となりました。

これを記念し、岸和田グランドホールにて、岸和田市水防団結成60周年記念式典を開催しま
した。

式典の中では、長年にわたる水防活動の功績が認められ、大阪府知事及び大阪府河川協会
会長より表彰が行われました。

また、過去10年間に退団された幹部の方々へ、これまでの水防団の発展に尽力頂いた功績
を称え、岸和田市水防団長より感謝状を贈呈しました。

式典の後半では、特別記念講演として、兵庫県佐用町より庵逧町長をお招きし、平成21年
8月9日から10日にかけて台風第9号によってもたらされた局地的集中豪雨による大規模水害
で、災害対応の陣頭指揮をとってこられたご経験をお話頂きました。

岸和田市水防団幹部

大阪府知事表彰の授与を受ける岸和田市水防団長

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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愛知県新城市

イメージキャラクター付き消防団車両
～「まもりん」が防火啓発で市内を回ります～

新城市消防団では、公募で選ばれた、新城市消防団イメージキャラクター「まもりん」のイラストを消防団車両の左右のシャッターに
入れています。「まもりん」もまといを持って、団員と一緒に防火啓発でも市内を回っています。

「まもりん」は、新城市の合併10周年を記念してイメージキャラクターを募集し、決まったキャラクターです。市内外から225点の
応募の中から選ばれました。新城市の象徴となっているモリアオガエルが、地元であった長篠・設楽原の戦い（1575年）にちなんで甲
冑（かっちゅう）姿でまといを掲げています。

新城市消防団イメージキャラクター「まもりん」付車両 第1号

▶ 活動の概要

11

新城市消防団イメージキャラクター
「まもりん」



愛知県春日井市

消防団応援キャラクターに「はるかぜちゃん」を任命
～市の人気ゆるキャラを消防団のPRに起用～

春日井市では、2017年(平成29年)11月「はるかぜちゃん」を春日井市消防団応援キャラクターに任命しました。
「はるかぜちゃん」は、2011年(平成23年)に誕生し、主に子供たちに地震の怖さや命の大切さを知ってもらう活動をしており、絶大
な人気を誇っている安全安心キャラクターです。背中に大きな自画像が描かれた法被を着て、市のイベントなどに参加しながら消防
団のPR活動をしています。

はるかぜちゃん公式Twitter：https://twitter.com/harukazechan119

鈴木消防団長から辞令を受けとる
「はるかぜちゃん」

法被を着た「はるかぜちゃん」と女性消防団員

▶ 活動の概要

12「はるかぜちゃん」
公式Twitter



愛知県豊橋市

「ワットくん」を公募で制定
～豊橋市消防団イメージキャラクター～

豊橋市消防団では、2009年(平成21年)度にイメージキャラクターの公募を実施し、全国から71点の応募があり、豊橋市消防団で選考
のうえ最優秀賞に輝いたワットくんに決定しました。

ワットくんは、地元である豊橋市石巻町在住の田中博士さんによる考案で、公会堂の鷲の「ワ」と豊橋市の「ト」を組み合せました。
豊橋市公会堂を守護するように、市民を火事や自然災害から守るという意味です。着ぐるみキャラクターも作成され、一生懸命「火災
予防」と「交通安全」を呼びかけています。

ワットくん 着ぐるみキャラクター

▶ 活動の概要
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滋賀県甲賀市

マスコットキャラクター「にんくる、けし丸」を制定
～広報や団員の団結に活躍～

甲賀市では、2007年(平成19年)6月に、消防団のマスコットキャラクター「にんくる、けし丸」を制定しました。消防団活性化委
員会で検討・決定したキャラクターです。

消防団の活動の広報や、団員の団結力を高めることに、このキャラクターが活躍しています。
また、甲賀市内の「うしかい田んぼアート」でも描かれるなど、市民に親しまれながら消防団の広報に役立っています。

田んぼアートで描かれた
「にんくる、けし丸」

▶ 活動の概要

14
マスコットキャラクターの決定を報じる

「広報あいこうか」2007年(平成19年)6月1日号



福島県三春町

消防団広報誌「火の見やぐら」を発行
～消防団の活動を町民の皆さんにもっとよく知っていただくために～

三春町では、消防団の活動を町民の皆さんにもっとよく知っていただくために、そして、三春町が災害のない安全で安心なまちになり
ますようにとの願いを込めて、2008年（平成20年）1月より年に２回、消防団の姿をお伝えする広報誌「火の見やぐら」を発行していま
す。

誌面では、検閲式や防災訓練の実施報告のほか、各分団の隊員の紹介なども掲載されています。また、住宅用火災警報器の設置を推奨
するなど、防災への啓発にも努めています。

▶ 活動の概要

152020年（令和2年）1月号の誌面。台風19号による被害と、復旧作業の活動報告などが紹介されています。



栃木県小山市

「消防団だより 火の用心」を制作
～入団式や水防訓練などの活動を報告～

小山市消防団では、「消防団だより 火の用心」を制作し、消防団活動の広報に努めています。
誌面では、消防団の入団式や水防訓練・大学生機能別消防団員訓練・水難救助訓練などの模様を紹介し、消防団の行っている活動を豊

富な写真とともに紹介し、市民に消防団への理解を深めてもらうことをめざしています。

訓練等の活動報告 夏季点検特別号

▶ 活動の概要

16防災学習宿泊の活動報告



埼玉県川越市

広報誌「虹のマーチ」を2004年(平成16年)から刊行
～2019年（令和元年）6月には通巻43号を達成！～

川越地区消防組合では、広報誌「虹のマーチ」を2004年（平成16年）から刊行しています。毎年
２・６・10月の年３回欠かさず刊行し、2019年（令和元年）６月には通巻43号を発行しました。

誌面には、消防組合の活動報告以外にも、地域内の川越市や川島町の消防団だよりも掲載されてい
ます。

川越市消防団だよりでは、女性消防団員研修会実施のもよ
うや、女性消防団員による子ども向け防火教室や街頭広報活
動などの報告が掲載されています。

川島町消防団だよりには、出初式や消防ポンプ車操法認定
審査会のもようや、消防団員の紹介記事などが掲載されてい
ます。

2004年（平成16年）6月創刊号

2019年（令和元年）６月号

▶ 活動の概要

▶ 活動内容

17川越市消防団だより 川島町消防団だより



千葉県君津市

広報紙「わがまちの消防団」を発行
～住民に消防団活動に対する理解と協力をお願いする～

君津市消防団では、地域防災のリーダー的存在である消防団の日頃の活動や日々の努力を広く周知し、住民の皆様に消防団活動に対す
るご理解とご協力をお願いさせていただくため、広報紙「わがまちの消防団」を発行しました。

2017年（平成29年）と2018年（平成30年）1月に発行し、各種行事での配布のほか、自治会回覧や市役所、公民館などで配布してい
ます。

誌面の内容は、消防団長あいさつや地域防災力の充実強化を目的とした主な取り組み、消防団の主な年間行事、「消防団協力事業所」
の紹介、消防操法大会・消防団「災害図上訓練」の開催報告、消防団員募集など盛りだくさんな内容となっております。

消防団長あいさつ 消防団員募集

▶ 活動の概要

18
消防操法大会の報告と活動に関するQ＆A



千葉県袖ケ浦市

消防団広報紙を定期刊行
～消防団の活動を広く市民に広報し、活動に対して理解・協力を募る～

袖ケ浦市では、消防団の活動を広く市民に広報し、活動に対して理解・協力を募るために広報紙を定期刊行しています。2019年
（平成31年）3月には通巻13号を発行しました。

誌面内容は、消防団長の挨拶、消防団の年間活動カレンダー、新型の消防団車両配備のニュース、消防団員表彰受章者の紹介、消防
学校の研修を受講したり、指揮幹部科分団指揮課程を修了したりした団員の方のメッセージなどが掲載されています。

13号の表紙 中面は消防団活動の年間カレンダー

▶ 活動の概要
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東京都あきる野市

消防団広報誌「団」を発行
～消防団への理解促進がねらい～

あきる野市消防団では、消防団広報誌「団」を発行しています。2013年（平成25年）3月に創刊、その後2年に1回発行され、令和2
年3月現在は第4号まで発行されています。

最新の第4号では、消防団長からのメッセージや消防団の活動紹介、団員募集案内などが掲載されています。また、消防団の紹介だ
けでなく、ハザードマップや心肺蘇生の手順など市民の方に役立つ情報も紹介され、盛りだくさんな内容になっています。

第4号表紙 消防団長からのメッセージ

▶ 活動の概要

20団員募集案内第4号中面 消防団の活動紹介とハザードマップの紹介



東京都日野市

市広報誌に「こちら消防団」を連載
～全10回で市内の全分団を紹介～

日野市では、市の広報誌「広報ひの」で2014年（平成26年）10月から2016年
（平成28年）4月までの間、「こちら消防団〜地域防災の要〜」と題して消防団を
紹介する記事を連載しました。

第1回は消防団長、第2回は女性部を紹介し、第3回からは市内
の8つの分団をそれぞれ紹介しました。消防団で独自の広報誌を制
作するのではなく、より多くの人の目に触れる市広報誌に連載形
式で消防団の活動を紹介しました。

広報ひの 平成28年4月15日号

第2回は女性部を紹介

▶ 活動の概要

▶ 活動内容

21第３回からは特徴ある各分団
ならではの情報を紹介



新潟県長岡市

広報誌「消防団ながおか」
～消防団の活動を広く知ってもらうために、年２～３回発行～

長岡市消防団では、消防団の活動を広く知ってもらうために、広報誌「消防団ながおか」を2012年(平成24年)から年２〜３回発行
しています。 2018年（平成30年）度は2月、5月、9月、11月の4回発行されました。

誌面では、出初式の様子、消防大会に出場した団員のレポート、女性団員による広報指導分団「フェニックスだより」など、消防団
への活動を広く市民に知ってもらうことのできる内容になっています。

消防団幹部の紹介 広報指導分団の活動報告

▶ 活動の概要

22競技大会の報告



長野県須坂市

消防団広報紙「さくら」を年2回発行
～消防団員を支える家族の声も紹介～

須坂市消防団では、消防団員が何を思い、いつどこでどんな活動をしているのか、多くの市民の方に知っていただくことを目的に
2008年（平成20年）4月から年2回、消防団広報紙「さくら」を発行しています。

誌面では、消防団長の挨拶や出初式、訓練など活動の紹介、消防団員へのインタビューを掲載しています。また、消防団員を支える家
族の声を紹介する記事も掲載され、盛りだくさんな内容になっています。

2008年（平成20年）4月 創刊号

▶ 活動の概要

23団員へのインタビューと活動紹介 家族の声を紹介



岐阜県安八町

町広報「あんぱち」に「消防団だより」を掲載
～水防広報訓練のもようも紹介～

安八町消防団では、町広報に「消防団だより」を連載し、消防
団の活動を定期的に町民に向けて広報しています。なかでも水害
シーズン直前の毎年５月に実施される水防工法訓練のもようも大
きく紹介され、水防団活動を広く町民に知ってもらう一助となっ
ています。

広報あんぱち（2019年7月号） 水防工法訓練のもようも大きく紹介

▶ 活動の概要
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三重県亀山市

女性分団を中心に消防団広報誌「纏MATOI」を発行
～消防団のさまざまな活動や情報を掲載～

亀山市消防団では、2016年(平成26年)から、女性分団が中心となり消防団広報誌「纏MATOI」を発行（不定期）しています。消
防団のさまざまな活動や情報を掲載しています。

誌面では、消防団長の挨拶・インタビューのほか、出初式や防災フェアなどのイベント報告のほか、団員紹介、消防団車両の装備
の紹介など、消防団の活動を市民にわかりやすく伝える内容になっています。

第1号の団員紹介第1号

▶ 活動の概要
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大阪府大阪市

水防団募集広告を掲載
～住民接点の強い区広報に掲載～

大和川右岸水防事務組合では、大阪市住之江区が発行する『広報さざんか』をはじめとして、住民接点の強い大阪市各区の広報に
団員募集の記事を掲載しています。

台風シーズンである2019年（令和元年）9月発行の区報では、水防団の紹介とともに、女性団員へのインタビューが掲載されてお
り、住民に水防団の活動を知ってもらい、団員募集につなげる狙いです。

水防団募集の記事
広告が掲載された広報

▶ 活動の概要

26

出典：東住吉区HP



島根県出雲市

広報誌「まとい」を発行
～平成31年2月には通巻第２５号刊行を達成～

出雲市消防団では、広報誌「まとい」を発行しており、2019年(平成31年)2月には通巻第25号を発行しました。誌面では、消防団
の年間の行事予定や、出初式のもようの報告、各支部の活動などを紹介し、市民に消防団の活動を広報しています。

「まとい」第25号誌面

▶ 活動の概要

27「まとい」第25号誌面



広島県三原市

消防団広報誌「FIRE SPIRIT」を毎年発行
～平成30年7月豪雨への出動状況なども報告～

広島県の三原市消防団では、広報誌「FIRE SPIRIT」を2010年(平成22年)から毎年1回発行し、2019年(平成31年)4月には通巻第
11号を数えました。

誌面では、出初式挙行の報告や、親子で消防団に所属している団員のインタビューなども掲載。また、2018年(平成30年)7月豪雨
に対して三原市消防団が災害復旧活動に従事し、総務大臣からの感謝状と、消防庁長官から「防災功労者消防庁長官表彰」を授与され
たことを報告しています。

2019年(平成31年)4月発行第11号 「平成30年7月豪雨」に対する
災害出動活動を報告

▶ 活動の概要
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大分県別府市

消防団機関紙 団報「暖」を年1回刊行
～市民の皆さんや消防関係者に、別府市消防団の活動状況をお知らせ～

別府市消防団では、市民の皆さんや消防関係者に、別府市消防団の活動状況をお知らせすることを目的に、消防団機関紙 団報「暖」
を年1回（毎年2月）発行しています。

誌面では、別府市消防団長・消防長の挨拶、消防操法大会への出場報告、大分県消防団員意見発表会で最優秀賞を受賞した別府市消防
団の隊員のスピーチの全文、九州内他県への消防団幹部視察研修の報告など、盛りだくさんな内容になっています。

また、2018年(平成30年)発行の4号では、管内で発生した大規模火災への対応状況を詳細に報告。のべ27台の車両と173名が出勤し、
3名の犠牲者が出たものの、延焼防止を主眼とした放水活動が奏功し、強風下で延焼範囲を最低限に留めたことが詳細に記されています。

第1号：2015年(平成27年)2月23日発刊第4号：2018年(平成30年)2月19日発刊。
大規模火災への対応状況を報告

▶ 活動の概要
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愛知県みよし市

「消防団応援ソング」を制作し、団員の加入を促進
～消防団長自ら作詞作曲メインボーカル～

みよし市では、消防団員の加入促進、団員の士気高揚を目的に、元演歌歌手の消防団長深谷委宏さん（任期：平成29年度、平成30年
度）自ら作詞作曲メインボーカルを務め団員と協力しPRソングを作りました。

この応援ソング「進め！みよし市消防団」は、2018年(平成30年)5月20日に開催された「平成30年度みよし市消防操法大会」で初披
露され、深谷団長の生歌と消防団のステージに会場は大いに盛り上がりました。

PRソングはYouTubeで視聴できるほか、消防団の出初・観閲式などでも披露されています。

進め！みよし市消防団～みよし市消防団応援ソング～：https://www.youtube.com/watch?v=c_NSu9-_oys

応援ソングの盤面応援ソングステージ

▶ 活動の概要
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埼玉県三郷市

女性だけの「アザレア分団」
～広報や啓発活動などソフト面をメインに活動～

三郷市消防団では、2002年（平成12年）10月に女性消防隊アザレアが発足され、2014
（平成24年）4月から、「アザレア分団」となり広報や啓発活動などソフト面をメインに活
動しています。

分団名である「アザレア」は、発足後に三郷市の広報誌で公募の上、決定したもので、三
郷市の花である「さつき」の英名が由来です。

アザレア分団の活動は、団行事(出初式や小型・軽可搬ポンプ操法、消
防団特別点検)をはじめ、地元の自主防災訓練時や中学校での応急手当指
導、避難行動要支援者宅防火訪問、保育園や高齢者施設での防火防災啓発
劇、ハンドベル、紙芝居、腹話術、など多岐に渡ります。

現在女性団員が1２名おり、表舞台に立つことが好きなメンバーが多く
在籍しています。

アザレア分団

ハンドベル演奏

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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新潟県長岡市

女性による広報指導分団「長岡フェニックスレディース」
～防火・防災講習、高齢者宅への防火啓蒙活動などに従事～

長岡市消防団では、2011年（平成23年）に広報指導分団の募集を始め、24名が入団。翌年の2012年（平成24年）4月には発足式が
行われ、「長岡フェニックスレディース」として活動を開始しました。

独り暮らしの高齢者宅への放火訪問や幼児・子どもへの防火啓発活動、市民への応急手当指導など女性の持つソフトさをいかして、
市民に愛される分団を目指して活動しています。

2019年（平成31年）2月時点の在籍数は20名となり、活動依頼数は、発足した2012年（平成24年）は13件でしたが、毎年数を増や
し2018年（平成30年）には81件となりました。

長岡市消防団が発行している広報誌「消防団ながおか」には「フェニックスだより」 が掲載され、活動の紹介を行っています。

2012年（平成24年）4月の発足式 「フェニックスだより」

▶ 活動の概要

322019年（令和元年）の主な活動予定
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新潟県柏崎市

消防団女性消防隊による広報活動
～市内のお祭りで新入団員の勧誘・消防団のPR～

柏崎市消防団では、女性消防隊が市内で開催されるお祭りなどのイベントで広報活動を行なっています。
女性消防隊は、柏崎市で開催される「えんま市」や「かしかり虹まつり」「草生水まつり」などに参加。新入団員の勧誘・消防団の

PR・心臓マッサージ体験・消火器使用方法の指導などの広報活動を行なっています。消防団広報ブース内では多機能型消防車の展示や
「日用品で作る緊急時に役立つマスク」の説明なども実施しています。

2017年（平成29年）「えんま市」での広報ブースの様子 2015年（平成27年）「草生水まつり」での消火器体験の様子

▶ 活動の概要
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福井県福井市

消防音楽隊・女性団員“ファイヤーエンジェルス”
～消防広報及び防火・防災意識の普及啓発に貢献～

福井市消防音楽隊は、“音楽を通じて火事のない安心で安全な街づくり”をモットーに、
1954年（昭和29年）11月に発足して以来、今日まで地域住民に愛される消防音楽隊とし
て活動してきました。

また、女性団員である“ファイヤーエンジェルス”は、マーチングカラーガード隊として
1984年（昭和59年）11月に発足して以来、今日まで福井市消防音楽隊とともに、消防関
係の式典や区民体育祭等各種イベントに出演し、火災予防のPRを行っています。

消防音楽隊は、消防関係の式典、区民体育祭、市中広報パレードや各種イベントに出場
し、年間約40回の演奏活動を行っており、消防広報及び防火・防災意識の普及啓発に努め
ています。

ファイヤーエンジェルスはボランティアで、日頃それぞれの仕事をしながら地域の皆様
とのふれあいを楽しみに、福井市東消防署において週2回の練習を行っています。

福井市消防音楽隊

ファイヤーエンジェルス

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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兵庫県川西市

女性分団チェリーファイアー
～市民指導など幅広い活動に従事～

川西市消防団の女性分団「チェリーファイアー」は、女性のソフトさを消防団活動に導
入することを目的として、女性だけの分団として1993年(平成5年)8月に誕生しました。
愛称（チェリーファイアー）は、市木の桜と消防団の記章「桜」を表すとともに女性の愛
らしさ可愛らしさを表現しています。

チェリーファイアー（女性消防団員）は市消防団第十一分団として、より安全なまちづ
くりをめざし、地域に密着した活動をしています。

チェリーファイアー（女性消防団員）は、防火・防災
啓発や応急手当の普及などをはじめ、花火大会やマラソ
ン大会など市内で開催されるイベントの警備、救護活動
など幅広い活動をしています。

チェリーファイアー

イベントに参加

▶ 活動の概要

▶ 活動内容

35救急講習会



岐阜県可児市

独自の消防団員募集チラシを制作
～キャッチコピーは「来たれ！消防男子。女性も活躍中！！」～

可児市では、市オリジナルの消防団員募集チラシを制作し、消防団員の募集に努めています。
チラシには、消防団に関する基礎的なQ&Aや、日々の訓練や活動などの写真、団員へのインタビューが掲載されており、消防団の活

動がひと目でわかりやすく説明されています。

チラシ表面 チラシ裏面

▶ 活動の概要
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愛知県岡崎市

消防団員募集リーフレットを作成
～消防団員への一問一答で入団を促進～

岡崎市消防団では、独自の3つ折りの消防団員募集リーフレットを作成し、消防団員の募集に努めています。
リーフレットの表紙には、現役の隊員の方の写真を掲載。中面には、入団のきっかけや、入団してよかったこと、今後の抱負などが

一問一答で掲載されており、消防団への入団を促進する内容になっています。

外面 中面

▶ 活動の概要
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愛知県安城市

独自の消防団員募集ポスター・パンフレットを作成
～パンフレットには、活動内容や制度についても詳細に掲載～

安城市消防団では、独自の消防団員募集ポスター・パンフレットを作成し、団員の募集に努めています。
ポスターには、安城市消防団長と実際に活動する消防団員たちが起用されています。またパンフレットでは、消防団の現状や活動内

容だけでなく、待遇や福利厚生、装備などについても写真をまじえてわかりやすく紹介しています。

現役団員の方が起用されたポスター

パンフレット（一部）
福利厚生や整備についても詳細に掲載しています（右）

▶ 活動の概要
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愛知県豊橋市

３種類の団員募集リーフレットを作成
～活動内容を詳細に紹介し、団員募集へつなげる～

豊橋市では、３種類の消防団員募集リーフレットを制作し、団員の募集に
努めています。総合的な「消防団員募集」のリーフレットに加え、「機能別
消防団員」「女性分団」の募集リーフレットも作成しています。

「機能別消防団員」募集リーフレットでは、機能別消防
団員の必要性について図や団員のインタビューを交えて
わかりやすく解説。「女性分団」募集リーフレットでは、
主婦・会社員・学生の女性団員のインタビューを掲載。
また、女性の力が消防団活動で役に立つことをわかりや
すく説明しています。

女性分団募集のリーフレット機能別消防団募集リーフレット

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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愛知県西尾市

シティプロモーション漫画とコラボ
～キャラクターが登場した消防団募集ポスター～

西尾市では、2017年(平成29年)11月、シティプロモーション事業のウェブ連載漫画『ニシオノ』（監修・西尾市新文化創造制作委
員会）とコラボした消防団員募集ポスターを作成し、市内に掲示しました。

描き手は、同市在住の姉妹漫画家ユニット・ねここんぶさん。なお、「ニシオノ」はアニものづくりアワード実行委員会が実施して
いる「第3回アニものづくりアワード」のオリジナルコンテンツ部門にノミネートされました。

ポスターデザインニシオノ公式サイト

▶ 活動の概要
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福岡県福岡市

学生･女性向けの募集チラシとリーフレットを作成
～若者向けのデザインと内容で訴求～

福岡市消防団では、学生向け消防団募集リーフレットと、学生・女性向けの消防団募集チラシを制作し、若者や女性向けのデザインと
内容で消防団員募集を訴求しています。

学生向け消防団員募集のリーフレットでは、ピンクを多用した若々しい色使いで女性や若者に消防団の活動内容やメリットを訴求。現
役学生団員へのインタビューでも3名が紹介され、入団へのハードルを下げることに努めています。

学生・女性向け消防団員募集チラシ 学生向け消防団員募集リーフレット

▶ 活動の概要・内容
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千葉県松戸市

松戸市消防音楽隊
～1967年（昭和42年）に発足した歴史のある音楽隊～

松戸市消防音楽隊は、音楽を通し市民に防火防災等の意識を深めていただくことを目的と
して1967年（昭和42年）に発足した歴史のある音楽隊です。

音楽隊員は、消防隊員・救急隊員・指令管制員・建物の検査等を行う予防担当職員、そし
て松戸市民から採用した 消防団員で構成されています(職員15名・団員24名 計39名)。

現在は、松戸まつりをはじめ市内イベントや音楽観賞会、幼稚園
などへの出前演奏会・定期演奏会等、年間20数件の出演があり、市
民の皆様に親しまれています。

2006年（平成18年）からは、ショートフラッグサークル「ピン
クダイヤモンズ」とパレード等で共演しています。

松戸市消防音楽隊

練習風景

▶ 活動の概要

▶ 活動内容

42演奏会の様子

出典：松戸市消防局HP



秋田県湯沢市

消防団加入促進PR動画
～副市長と消防団員による曲(ラップ)も取り入れた15分の大作～

湯沢市消防団では、消防庁の「女性や若者をはじめとした消防団加入促進支援事業」を活用し、秋田県内を拠点に活動している劇団わ
らび座による脚本、演出、演技指導のもと消防団加入促進PR動画を作成。

動画のストーリーには、消防団の訓練や大会のシーンなどを取り入れ、演出の一部に消防団員による曲(ラップ)を取り入れるなど、消
防団の役割や活動内容について、市民のみなさんに理解と興味を持っていただけることを目指した内容となっています。

SNSによる発信のほか、消防団員によるPR活動の際に利用するなど、PR動画により消防団活動の紹介と消防団員の加入促進を図って
います。
湯沢市消防団加入促進PR動画：https://www.youtube.com/watch?v=-1SXVrvtY2E

▶ 活動の概要

PR動画キャプチャ。曲（ラップ）の中で、水防活動についても触れられています
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神奈川県藤沢市

CATV・Youtubeを活用して消防団の活動を市民に発信
～VHSやDVDの貸し出しも～

藤沢市では、CATV「ジェイコム湘南・神奈川」で地域での活動や人物、団体など、市内の様々な情報を市広報番組「ふじさわ情報ナ
ビ」として放送しています。藤沢市消防団も出演し、日常の活動はもちろん、訓練の様子なども番組の中で紹介し、消防団活動への理解
の促進を図っています。

また、放映された番組は藤沢市広報課のYoutubeチャンネルでも公開され、いつでも視聴することができるほか、広報番組のビデオ
テープ（VHS）・DVDを一般に貸出も行なっています。

消防団の活動を紹介する動画

URL：https://youtu.be/qLbFFvU0wCM

風水害対応訓練を紹介する動画

URL：https://youtu.be/qDzaBorxYow

▶ 活動の概要
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山梨県韮崎市

消防団PRの一環で、出初式の記録動画を作成
～出初式の一部始終を動画にまとめ公開～

韮崎市消防団では、PRの一環として、出初式の記録動画を作成。2018年（平成30年）1月7日に挙行された、韮崎市消防団出初式
のようすを約5分の動画に収め、YouTubeで公開しています。

2018年（平成30年）韮崎市消防団出初式：https://www.youtube.com/watch?v=EuN-BG-ObU8

▶ 活動の概要
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岐阜県岐阜市

岐阜市水防連合演習のもようを動画で配信
～岐阜市情報チャンネルで14分のニュース映像を配信～

岐阜市では、市の公式YouTubeチャンネルで、2019年(令和元年)5月26日に長良
川の河川敷で行われた岐阜市水防連合演習の模様を中心に、水害から地域を守る水
防団の活動の様子を14分の映像にまとめ、配信しました。

岐阜市内でも、2018年(平成30年)7月豪雨では初めて市内に大雨特別警
報が発令され14年ぶりに「長良・大宮陸閘（りっこう）」が閉鎖されるな
ど、大きな影響がありました。地元の水防団や、市内の中学生も参加して
土のう工などの水防演習を実施する様子を、参加者へのインタビューとと
もにまとめています。

岐阜市！情報チャンネル 令和の夏 安心の夏！～岐阜市水防連合演習～：
https://www.youtube.com/watch?v=o1vW-BwKjDg

映像タイトル

中学生による積土のう工のもよう

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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岐阜県高山市

高山市消防団活動DVDを作成
～当該映像は高山市公式YouTubeチャンネルにもアップ～

高山市では、消防団の入団促進や活動について、
広く市民の方々に理解してもらうことを目的とし
て、「高山市消防団活動DVD」を作成し、PRを
図っています。当該映像は高山市公式YouTube
チャンネルにもアップされ、視聴できるように
なっています。

映像では、消防団員へのインタビューにより、消防団に入った理由、消防団に対
して最初に感じていた印象、不安はあったか、入団して良かったと思うこと、仕事
との両立などについて詳しく語られており、消防団活動に対する不安を取り除き、
入団を促進する内容になっています。

高山市消防団加入促進PR映像：
https://www.youtube.com/watch?v=Wxs3_l02zJw

団員の紹介

PR映像より

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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愛知県半田市

消防団員募集のPR動画を作成
～20代の団員の声などを紹介～

半田市では、消防団員募集のPR動画を作成し、団員の募集に努めています。
動画では、仕事や学業と団の活動を両立している団員や20〜30代の若い団員、女性団員のお話、報酬などの制度について詳しく紹介

しています。

半田市消防団加入促進PR映像：https://www.youtube.com/watch?v=E1-7M3ZcRDM

団員の皆さんによる入団の呼びかけ消防団についての紹介

▶ 活動の概要

48



愛知県春日井市

消防団独自のPR動画を制作

春日井市消防団では、独自の消防団PR動画を制作し、消防団の活動を市民にアピールし、団員の募集に尽力しています。動画のロン
グバージョンは約３分で、消防団員の活動状況が収められています。

春日井市 消防団PR動画（ロングver ）：https://www.youtube.com/watch?v=P4cxWexfxmo

春日井市 消防団PR動画（ロングver ）より
女性団員の活動紹介

春日井市 消防団PR動画（ロングver ）より
消防団員の活動紹介

▶ 活動の概要
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三重県四日市市

消防団プロモーションムービーを制作
～2016年に公開後1万7000回再生～

四日市市消防団では、プロモーションムービー「ぼくのパパは消防団」を制作
し、映像はYouTubeでも公開しています。2016年(平成28年)2月の公開から3年
半あまりで17,000回の再生がされています。

映像には実際の四日市市消防団の出初式の模様も収められています。

主人公の大輝の父は消防団員。小学校最後のサッカーの試合も、出動のため見
られなくなってしまいます。大輝はそんな父親と喧嘩してしまいますが、友達に
「お父さん消防団なんやろ？格好いいな」と言われ、父親と仲直り。「ぼく大人
になったら消防団員になりたい」と誓うストーリーです。

四日市市消防団の入団PRビデオ：
https://www.city.yokkaichi.mie.jp/syoubou/ff_group/ff_group08.html

映像より

映像より

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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兵庫県川西市

消防団活動紹介動画をYouTubeで公開
～女性分団の活動も紹介～

川西市では、2016年(平成28年)に約10分に渡る消防団活動紹介動画「消防団の活動～私
たちは街の安全安心を守っています」を制作し、YouTubeで公開しています。

動画内では、消防団の活動内容を紹介。農林業や家屋調査士を営みながら消
防団としても活動する消防団員のインタビューが紹介されています。女性分団
「チェリーファイアー」の活動も紹介されています。

川西市消防団活動紹介動画（消防団の活動～私たちは街の安全安心を守ってい
ます）：https://www.youtube.com/watch?v=PI3XgreMHuQ

消防団活動紹介動画

女性分団「チェリーファイアー」
の活動も紹介

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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岡山県高梁市

消防団協力事業所の紹介映像をYouTubeで公開
～消防団への理解促進と団員募集に貢献～

高梁市では、市の公式YouTubeチャンネルで、仕事中の消防
団活動への配慮や消防団員の雇用などを積極的に協力している
事業所を紹介しています。

2019年(令和元年)7月現在、8つの事業所を紹介する映像が公開されてお
り、映像内では「勤務中に消防団から出動要請が入った場合にどうする
か」などのインタビューが収められており、消防団の活動への理解を深め
るとともに、消防団員の募集につなげています。

公開されている紹介映像の一覧

紹介映像

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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広島県広島市

消防団PRビデオ・ミュージックビデオを作成
～女性消防団員や、学生消防団員が活躍する姿も紹介～

広島市消防団では、消防団PRビデオ｢まちのヒーロー消防
団｣（全編11分）を作成し、消防団の活動を広く紹介してい
ます。また、このPRビデオ内で冒頭に流れるダンスパ
フォーマンスは、現役消防団員等により結成された消防ダ
ン（団）サーズによるもので、このミュージックビデオも
単独で公開されています。

PRビデオ内では、消防団の日々の活動内容を紹介しています。また、消防団員
が仕事と消防団活動をどのように両立させているか、消防団員にインタビューし
ています。女性消防団員や、学生消防団員が活躍する姿も紹介しています。

消防団PRビデオ｢まちのヒーロー消防団｣（本編）：
https://www.youtube.com/watch?v=K6MGUJguVuU
｢まちのヒーロー消防団｣（ミュージックビデオ）：
https://www.youtube.com/watch?v=ALNJO-6DWc0

消防団PRビデオ
｢まちのヒーロー消防団｣（本編）

｢まちのヒーロー消防団｣
（ミュージックビデオ）

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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岩手県奥州市

奥州市消防団ホームページ
～消防団員インタビューや地元出身漫画家の漫画など充実したコンテンツ～

奥州市消防団では、2017年（平成29年）２月１日にホームページを開設。消防団の概要や活動紹介はもちろ
ん、団員へのインタビューによる紹介記事や、入団フォーム等のコンテンツを展開しており、消防団に対する理
解促進と団員募集に注力しています。

また地元出身の漫画家吉田戦車さんによるイメージキャラクター「キジ」を制定。書き下ろしマンガなども掲
載されています。
奥州市消防団ホームページ：http://www.oshu-syouboudan.jp

HPトップページ

▶ 活動の概要
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イメージキャラクター「キジ」

HPに掲載されている団員紹介ページ 漫画家吉田戦車さんによる書き
下ろしマンガ 53



岐阜県岐阜市

水防団独自のブログを開設
～実際の活動写真を掲載し、活動理解に努めています～

ブログトップページ

▶ 活動の概要

55平成30年7月豪雨についての記事
（一部）

岐阜市水防団の最大の水防団員を擁する島水防団は、活動を理解していただくとともに水防工法の研鑽を目的にブログを行ってい
ます。

2019年（平成31年）3月に開設され、島水防団の成り立ちや訓練・演習の報告、水防工法の説明など写真とときには動画も交えな
がら、ブログが書かれています。また2018年（平成30年）7月に起こった豪雨についての記事は、実際の水防活動内容が写真ととも
に掲載されています。
島水防団ホームページ：https://shimasuiboudan.amebaownd.com/



大阪府大阪市

水防事務組合共同のホームページ
～水防団のことや、住民の方に役立つ河川情報へのリンクなども掲載～

大阪府には、淀川左岸水防事務組合と淀川右岸水防事務組合、そして大和川右岸水防事務組合という3つの専任水防団員を有する水防
事務組合があり、共同でホームページを開設しています。

水防団の歴史や活動報告、団員募集はもちろん、住民の方に役立つ淀川と大和川のライブ情報や大阪府河川防災情報へのリンクなども
掲載されています。
水防事務組合ホームページ：http://www.suibo-osaka.or.jp/

水防事務組合のトップページ

淀川左岸水防事務組合のトップページ

▶ 活動の概要
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淀川右岸水防事務組合、団員募集ページ
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神奈川県横浜市

ＰＲ映像の放映やオンライン入団申請で入団者が増加
～オンライン入団申請は全国の政令市でもほぼ例のない取り組み～

横浜市消防団の団員数は、2018年（平成30年）４月から12月31日までに495人増え、8,305人となり、定員100%になりました。
市消防団の団員数は2015年（平成27年）度以降、年約100人〜300人ずつ増えており、増員数は3年連続で全国1位となっています。
横浜市消防局は、各消防団による地道な勧誘と、イメージアップを図る積極的な広報が影響しているとみています。

横浜市消防局作成のPR映像

消防団員新型防火衣

▶ 活動の概要

2018年（平成30年）度は、市内商業施設等の電子看板（デジタルサイネージ）で重点的
にＰＲ映像を放映しました。

また、女性団員の採用開始から同年で20年経ったことなどを記念して映像「横浜市女性消
防団員-20年の軌跡-」の制作や防火服の変更などでさらに魅力向上を図り、女性の入団も促
進しています。その他にもバスのラッピングやポスターの掲出など多くの広報に取り組んで
います。

同年7月からは、ウェブサイト上に入団申請ができるページを作成し、入団希望者からの申
請を24時間いつでも受付しています。全国の政令市でもほぼ例のなかった取り組みで、ウェ
ブサイト上からの申請状況は、120人（令和２年２月末日現在）となっています。

また広報活動に並行し、団各拠点の会議スペースや男女別トイレの整備を促進することで、
活動しやすくなる状況もつくっています。

▶ 活動内容
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佐賀県

消防団を「佐賀のヒーロー」と名付け、団員募集を促進
～県内のメディアとも連携～

佐賀県では、政策部危機管理・報道局消防防災課の主導のもと、
消防団を「サガのヒーロー」と名付け、ロゴマークを制作。団員募
集の特設サイトを公開し、消防団員の募集に努めています。佐賀テ
レビと共同した動画をYouTubeで公開している他、佐賀新聞にも
「消防団にあなたのチカラを」を連載しています。

Youtubeチャンネルも開設し、40本近い動画も公開しています。動画では、県内
各市町の消防団の活動を紹介するほか、「職場の理解編」「家族の協力編」「入団
のきっかけは編」など、消防団に入団したいと思わせるような内容の動画が多数公
開されています。

YouTubeチャンネル「消防団佐賀のヒーロー」：
https://www.youtube.com/channel/UCzLhNJVWzH_MCU02F7Oj0mw/videos

佐賀のヒーロー消防団HPロゴマーク

▶ 活動の概要

▶ 活動内容

58
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山口県山陽小野田市

コミュニティFMに学生団員が出演
～消防操法大会の告知と入団を呼びかけ～

山陽小野田市では、2018年(平成30年)7月にコミュニティFMの「サンサンきらら」で放送されている市政情報番組「ピックアップ！
さんようおのだ」に市消防課の吹金原消防団係係長、山陽小野田市消防団に入団した山口東京理科大学薬学部の学生消防団員が番組に
出演し、8月に開催される山陽小野田市消防操法大会の告知と、消防団への入団を呼びかけました。

2014年(平成26年)4月から放送を開始した「ピックアップ！さんようおのだ」は、健康・福祉などの市民生活に役立つ情報、観光・
イベントなどの旬な情報を、市の担当職員と本市出身のパーソナリティとの掛け合いで放送する番組です。

番組収録の様子

▶ 活動の概要
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鹿児島県

消防団PRラジオ番組「チェスト行け！消防団」
～普段は聞くことができない消防団員の活動状況や魅力、普段の生活を紹介～

鹿児島県では、FM鹿児島・MBCラジオで2018年(平成30年)12月から2019年(平成31年)2月にかけて、普段は聞くことができない消
防団員の活動状況や魅力、普段の生活を紹介するラジオ番組「チェスト行け！消防団」を放送しました。

出演者は、県内13市町の消防団で活躍する消防団員。女性や外国人の団員も出演しました。

出演したさつま町消防団の
堀之内 力三さん

▶ 活動の概要
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北海道長沼町

ながぬま子ども水防団
～水害を風化させない。いざというときに命を守るための体験学習～

明治以降70回を数える大きな水害に見舞われてきた長沼町ですが、近年は大規模な水害が発生して
おらず、若い世代が水害に対して無関心であることに危機感をもった有志が2002年（平成14年）7月
に「河川愛護団体リバーネット21ながぬま」を立ち上げました。

2004年（平成16年）には、さらに子どもたちが自主的に水防活動を行うことができるよう、「子
ども水防団」を立ち上げました。「いざ」という時のために、自分たちの身は自分で守ること、お互
い助け合うことが命を守ることであるということを子ども水防団による体験学習を通じて教えていま
す。現在では「リバーネット21ながぬま」の会員数は80名を超え、うち子どもたちが26名を占めて
います。

子ども水防団の活動は、小さな子供たちでもわかるゲームや遊びを取り入れた5つの柱から成ってい
ます。まず1つめは、水害の歴史を知る活動。過去の大水害がどの範囲で起きたかを、開拓初期からの
水害地図や写真、新聞記事から整理収集する勉強会を行っています。年配者の方に、水害体験を語って
もらったり、水害の痕跡が残っている家を見学させてもらい、どのような被害であったかを教えても
らったりしています。

2つめの活動は、夏に水害を想定して実際に濁った川に入り、木の棒を使って歩く水中歩行訓練を
行っています。3つめの活動は、自宅から学校や公民館などの避難場所までの避難ルートの確認調査で
す。4つめの活動は、子供でも積める土のう作りの訓練です。5つめは植樹活動です。子どもたちの中
には、大人になったら地元の水防団に入りたいと考える子もいるそうです。

水防工法の基本となる
土のうづくりの体験学習

水中歩行の訓練

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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北海道江別市

江別市学生消防サポーター制度
～活動を行なった学生に対し江別市が実績を認め、認証状を交付～

消防サポーターは、江別市に居住または通学する１８歳以上の大学生、大学院生または専門学校生が対象です。消防に興味はあるが、
どのような活動をしているかを学生サポーターとして体験してもらいます。消防業務を身近に体験し、次世代に渡る防火防災の担い手を
育成することで安全安心のまちづくりに対する理解を深め、地域防災力の向上を目指しています。

2019年（令和元年）7月に、10名の学生が登録。令和元年度は「消防フェスティバル」や「江別市総合防災訓練」などのイベント等
で運営スタッフや記録員として活動したほか、救命講習の普及員として一般市民への救命講習の際に職員の指導補助を行いました。

また、江別市においては「学生消防団活動等認証制度」により、消防団及び学生消防サポーターとして１年以上継続的に活動を行った
大学生、大学院生または専門学校生等に対して、江別市が実績を認め、認証状を交付し就職活動を支援しております。

▶ 活動の概要
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認証状イベントでの運営補助の様子7月6日に消防本部で開催された登録証交付式の様子



北海道網走市

少年消防クラブ
～集団活動を通じて正しい防火知識を身に付ける～

北海道オホーツク総合振興局の網走地区消防組合の少年消防クラブは、子供たちが火災を予防する方法や火
についての問題を身近な生活の中から見出し、集団活動を通じて正しい防火知識を身に付けさせるとともに、
社会への奉仕や責任感を養い、将来立派な社会人となるよう青少年の健全育成を図ることを目標に結成組織さ
れています。

春季は、消防署で防火に関する学習会を行い、夏季になると近隣の
市町村で防火キャンプを行います。秋季にはバスで出掛け、近隣の市
町村の公共施設等を見学や体験学習を行います。冬季は、消防署で防
火に関する学習会を行った後、屋外でレクリエーションをしています。

学習会ではキャンプを実施し、カヌーや火おこし、おこした火でジ
ンギスカンを実施したり、キャンプファイヤーを実施するなど、水や
火と親しむ体験も行なっています。

春の学習会では、お店の前で
リーフレットを配り

火災予防運動のお手伝い

▶ 活動の概要

▶ 活動内容

夏の学習会では「てんとらんど」でキャンプ
3 63

募集ポスター



埼玉県吉川市・松伏町

吉川松伏少年消防クラブ
～将来の地域防災の担い手となる人材を育成～

少年消防クラブは、吉川市及び松伏町に在住する小学校5・6年生、中学生及び高校生
にて構成され、消防の基本であるチームワークと自分が災害にどう立ち向かうかを1年
間の活動を通して学んでいます。「クラブ活動を通じて防災について学習し、正しい知
識と技術を習得する」「生命と暮らしを守る大切さを学ぶとともに、規律や防火マナー
などを身に着ける」「クラブ員を通じて家庭、地域の防災意識の向上を図る」「将来の
地域防災の担い手となる人材を育成する」という４つの目的があります。

2019年（平成31年）1月1日現在で、クラブ員37名、準指導者19名 合計56名が在
籍しています。

月1回程度を原則とし、土・日・祝日・夏休みなどのい
ずれかにて活動しています。消防の施設や資機材を活用し、
消防活動の体験や、防火・防災に関する施設の見学等を
行っています。

少年消防クラブ交流会（全国大会）では、2017年（平
成29年）度4位入賞、2018年（平成30年）度5位入賞を果
たしました。

2018年（平成30年）度入団式

2018年（平成30年）度交流会

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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三重県名張市

近畿大学工業高専による「消防防災サークル」発足
～地域の消防・防災活動への参加などを予定～

名張市春日丘にキャンパスを置く近畿大学工業高等専門学校では、2019年(令和元年)6月に同高専制御情報コースの5年生が発起人
となり、「消防防災サークル」（略称・KDPC）が発足しました。自身が所属し主将を務める陸上競技部や、学内のボランティアサー
クルなどに呼び掛けたところ、女子2人を含む1年から5年までの有志19人が集まりました。発足式では名張市消防長や名張市消防団長
からの挨拶もありました。今後は、市消防本部や市消防団と協力し、救命救急の知識・技能の習得や消防設備士などの資格取得、地域
の消防・防災活動への参加などを予定しています。

集合写真 近畿大学工業高等専門学校で
行なわれた発足式

▶ 活動の概要
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岩手県奥州市

消防団応援の店（消防団プレミアム事業）
～消防団員のモチベーションの向上を図るとともに新たな消防団員を確保～

奥州市では、地域の安心・安全を守る消防団について、本事業に賛同される事業所「奥州市
消防団応援の店」の協力を得ながら地域を挙げて応援することにより、消防団員のモチベー
ションの向上を図るとともに新たな消防団員を確保し、地域の防災力向上に繋げていくことを
目的に、2017年（平成29年）３月１日より、奥州市消防団プレミアム事業を運用しています。

奥州市消防団プレミアム事業は、消防団員やその家族が「奥州消防団応援の店」において、
買い物や飲食等をした際に「消防団員カード」を提示することで、色々なサービスが受けられ
る制度です。

現在89店舗が加盟しており、飲食店、ガソリンスタンド、日帰り温泉施設からスナックまで業種はさ
まざま。サービスの内容は各店舗に任せており、各店舗で可能な範囲で消防団員への応援を行っていた
だいています。

ご加盟いただいている各「消防団応援の店」は、奥州市消防団のホームページから50音順検索のほか
地域、業種で絞りこんで探すことができます。

応援の店ステッカー

HP内の「消防団応援の店」検索ページ

▶ 活動の概要

▶ 活動内容
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福島県須賀川市

「地域との絆・がんばれ須賀川市消防団応援事業所」
～地域のために頑張る消防団員を応援する事業所を募集～

須賀川市では、地域のために活動している消防団員を支援するため、割引サービス等の優遇措置で消防団員を応援する「須賀川市消防
団員応援事業所」制度を実施しています。

2019年（平成31年）2月現在で飲食店やホテル、結婚式場など63事業所が登録しています。事業所のメリットとして、団員やその家
族が登録事業所をご利用することで、集客率の向上が見込まれるほか、災害時や行方不明者捜索等、昼夜を問わずがんばっている消防団
を応援しているというイメージアップにつながります。

ポスター須賀川市消防団応援事業所表示証

▶ 活動の概要

67



福島県猪苗代町

猪苗代町消防団応援の店
～地域のために頑張る消防団員を応援する事業所を募集～

猪苗代町では、 2018年（平成30年）１月より、消防団員を地域ぐるみで盛り上げ入団促進を図るという趣旨から、店舗毎に設定す
る割引や優遇サービスをご提供することで応援する「消防団応援の店」の募集をしています。応援の店として、消防団員及びそのご家
族の利用促進による集客効果と消防団を応援する事業所として、イメージアップが図られます。

2018年（平成30年）5月30日現在、レストランやカフェ、ホテル、ショップなど31店舗が加盟しており、割引やプレゼントのサービ
スを提供しています。

募集ポスター

▶ 活動の概要
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ありがとね！消防団水防団応援事業所制度
～地域を挙げて団員を盛り上げることを目的とした制度です～

岐阜県では、2014年(平成26年)度より、「ありがとね！消防団水防団応援事業所制度」を
実施しています。この制度は、岐阜県全域において、消防・防災活動をはじめとする地域の安
全・安心のために活動する消防団員、水防団員を、地域のお店が割引等のサービスを通じて応
援する気運を高め、団員を地域を挙げて盛り上げていくことを目的としています。

応援事業所として登録した店舗・企業を利用した際に、団員が「岐阜県消防団員・水防団員
カード」を提示することで、割引や特典等のサービスが受けられます。2016年(平成28年)10
月からは、団員を支えている家族にもサービスを提供できるよう「岐阜県消防団員水防団員家
族カード」の配布も始めています。

応援事業所には、飲食店や旅館・ホテル、金融機関、家電量販店、理容・美容、自動車販売店、携帯電話ショッ
プなど様々な分野の店舗・企業が登録しており、その数は3,174（平成31年4月時点）にものぼります。平成28年
度からは、女性団員が利用しやすい店舗や企業の参加募集も大々的に行っています。

サービスの内容は、割引やプレゼント、金利優遇など多岐にわたり、平成29年10月からは「ありがとね！消防
団水防団応援事業所検索サイト」の運用が開始されました。サイトでは、分野やエリア、店舗名で事業所を検索す
ることができ、特典・応援内容と店舗・企業の情報を確認することができます。

岐阜県のホームページで、名称、所在地、特典・応援内容を紹介することができるため参加店舗・企業にとって
もメリットがある制度です。

岐阜県消防団員・水防団員カード

検索サイト

▶ 制度の概要

▶ 応援事業所
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岐阜県


